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－ 6 －

２ 機械式油圧センサ

【１】前進４段のロックアップ機構付き電子制御式ATのライン・プレッシャ・セ
ンサなどに用いられている図の機械式油圧センサ回路の異常検知範囲を示した

ものとして、適切なものは次のうちどれか。［H31.3］
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図　機械式油圧センサの回路構成
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－ 7 －

正解 ＆ ポイント解説

【１】正解…３
　機械式油圧センサの接点が閉じているときは、入力回路に５V信号が入力される。油圧
が高くなり、センサの接点が開くと、入力回路には０V信号が入力される。この５Vと０
Vは、センサや配線の異常時にも発生するため、マイコンはそれらの区分ができず、常
に異常検知できない。

一 解般 説

■異常検知の範囲［１シⅠ１章］
①�機械式油圧センサのような常閉接点スイッチでは、断線・短絡時に入力回路に
入力される信号電圧値と、正常時のセンサがつくる信号電圧に同じ電圧値が混
在します。

②このため、マイコンは全ての状態で異常検知することができません。
③�同じ論理信号センサであるスロットル・バルブ・スイッチ、変速パターン・ス
イッチ、オーバドライブ・スイッチについても同様に、マイコンは全ての状態
で異常検知できません。
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－ 96 －

４ VSCSの作動

【１】FF式の車両に採用されているVSCS（ビークル・スタビリティ・コントロー
ル・システム）について、右旋回時における操舵量と車速から決定される目標

ヨー・レートよりも実際の車両ヨー・レートが少ないと判定した場合の抑制作

動を説明した図として、適切なものは次のうちどれか。なお、車両前方の矢印
は抑制モーメントの方向を示す。［R5.3］

制動力

　１�．

制動力

　　２．

制動力

　　３．

制動力

　　４．
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－ 236 －

３ ポンプ・モータ回路の故障診断

【１】図に示すABS回路で、ポンプ・モータの非作動条件（ポンプ・モータ・リ�
レー OFF）時における故障診断に関する記述として、適切なものは次のうち
どれか。［H24.3］
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Ｖ５ コネクタＥ

Ｖ４

　１�．Ｖ１に電圧がなく、コネクタAを外したときにＶ１に電圧がある場合は、

ABS・ECUの不良が考えられる。

　　２�．Ｖ４に電圧があり、コネクタEを外してＶ５には電圧がない場合は、コネ

クタE～ボデー・アース間の不良が考えられる。

　　３�．Ｖ３に電圧があり、Ｖ４には電圧がなく、ヒューズが断線していた場合は、�

Fの箇所での短絡（地絡）が考えられる。

　　４�．Ｖ１に電圧がなく、コネクタBを外したときにＶ２に電圧がない場合は、

ABS・ECUの不良が考えられる。

正解 ＆ ポイント解説

【１】正解…１
１�．V１に電圧がなく、コネクタAを外したときに、V１に電圧がある場合、ABS・ECU

の不良（ABS・ECU内のPMR系統が常にON）が考えられる。
２�．V４に電圧があり、コネクタEを外してV５に電圧がない場合、ポンプ・モータ内の

断線が考えられる。
３�．Fの箇所で地絡があると、ポンプ・モータ作動時にヒューズが断線する。この状態で

ポンプ・モータ非作動条件時はV３に電圧がなく、V４にも電圧がない。
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－ 255 －

５ 内外気切り替えモータ系

【１】図に示すオート・エアコンの内外気切り替えモータ回路の故障診断に関する
記述として、適切なものは次のうちどれか。なお、図は、参考としてRECモー
ド位置で停止している状態を示している。また、Ｖ５においては電源電圧が確

認でき、機械的リンク機構等は正常とする。［R6.3/H31.3］

M
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V4

V1

V2

IG2

オート・エアコンECU

内外気切り替えモータ

ロータ

REC

FRESH

図　内外気切り替えモータの回路構成

　１�．RECモードの停止位置からFRESHモードヘ切り替えたとき、内外気切り

替えモータが作動せず、V４に電圧が発生した場合は、内外気切り替えモー

タの不良が考えられる。

　　２�．RECモードの停止位置からFRESHモードヘ切り替えたとき、内外気切

り替えモータが作動せず、V４に電圧が発生しない場合は、内外気切り替え

モータの不良は考えられない。

　　３�．FRESHモードの停止位置からRECモードヘ切り替えたとき、内外気切り

替えモータが作動せず、V３に電圧が発生し、V１に電圧が発生しない場合は、

V３とV１間での短絡（地絡）が考えられる。

　　４�．FRESHモードの停止位置からRECモードヘ切り替えたとき、内外気切り

替えモータが作動せず、V３に電圧が発生しない場合は、V３とV１間での短

絡（地絡）は考えられない。
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正解 ＆ ポイント解説

【１】正解…４
１�．この場合、V４とV２間（FRESH線）の断線、またはECUの作動不良などが考えら

れる。V２に電圧がなければ配線の断線、V２に電圧があればECUの作動不良となる。

２�．この場合、内外気切り替えモータの不良が考えられる。具体的には、内部回路の断
線など。

３�．この場合、V３とV１間（REC線）の断線が考えられる。V３に電圧が発生する場合 
は、モータに電流が流れていない。REC線に短絡（地絡）があるとV３＝０Vとなる。
断線があるとV３＝12Ｖ、V１＝０Vとなる。
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－ 289 －

６ 整備事業場における環境保全

【１】整備工場の環境対応に関する記述として、不適切なものは次のうちどれか。
� ［R5.3編/H30.3改］

　１�．冷却水に用いる不凍液は、エチレン・グリコールが含まれているので、マ

ニフェストを作成し産業廃棄物処分業者などに出す必要がある。

　　２�．整備事業場から排出されたオイル缶、有機溶剤（シンナなど）は、「廃棄

物処理法」及び「資源有効利用促進法」により処理・管理する必要がある。

　　３�．整備工場から発生する騒音・振動は、排気音、タイヤ・スリップ音、エア・

コンプレッサ、洗浄機などを発生源とするものが多く、これらの騒音・振動

に対する近隣住民への生活環境保護のため、騒音規制法などで規制されてい

る。

　　４�．油水分離槽は、工場排水（作業場排水、洗車場排水）から油分等を取り除

き排水することによって下水や河川の汚濁を防止するもので、油水分離槽に

たまった泥などは、廃棄物回収運搬業者に依頼するなどして定期的に取り除

く必要がある。

　　５�．廃油（エンジン・オイル、グリスなど）は、「水質汚濁防止法」、「廃棄物

処理法」及び「資源有効利用促進法」により管理する必要がある。

正解 ＆ ポイント解説

【１】正解…２
２�．オイル缶は、これら２つの法律の対象となっているが、有機溶剤（シンナ等）は、

これらの２つの法律の対象となっていない。
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一 解般 説

■概要／整備工場の環境対応［Ⅱ環境４章・以下同じ］
①�整備工場における環境保全としては、工場廃棄物の適正処理、工場施設排水の
適正処理、工場の騒音・振動に対する適正措置などが挙げらます。
②�工場施設排水の適正処理…廃油や工場廃液による下水や河川の汚濁を防止する
ために、特定施設（自動車洗車場等：屋内作業場の総面積800m２以上）を有す
る事業所については、全国統一の基準が設定されています。

〔油水分離槽における留意点〕
　▪�油を含んだ排水（作業場排水、洗車場排水）は油水分離槽へ入れ、雨水等と
分離する。

　▪油水分離槽に浮いた油は、オイル吸着剤等を活用して定期的に取り除く。
　▪�油水分離槽にたまった泥などは、廃棄物回収運搬業者に依頼するなどして定
期的に取り除く。また、取り除くとき、油水分離槽の壁面も同時に清掃して
油分を取る。

③�工場騒音、振動に対する適正措置…整備工場から発生する騒音・振動で多いの
は、エア・ツールの作動音、排気音、タイヤのスリップ音、エア・コンプレッサ、
洗浄機等を発生源とするものです。これらの騒音・振動に対しては、近隣住民
への生活環境保護のため、騒音規制法などで規制されています。

■廃棄物の処理対応
①�整備事業場に関連する廃棄物は、数多く存在します。
②�廃棄物には、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」をはじめ、
多くの法律による規制が加えられています。ここでは、「廃棄物処理法」と「資
源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）」の規制対象となっ
ている廃棄物などをまとめました。

〔法律の規制対象となる廃棄物〕

廃棄物の種類 廃棄物
処理法

資源有効利用
促進法

整
備
車
両
か
ら
の
廃
棄
物

廃油（エンジン・オイル、グリス） ○ ○

フロン類 － －

冷却水 ○ －

バッテリ ○ ○

ゴム類（ワイパのブレード・ゴム、ホース等） ○ －

エア・クリーナ・エレメント ○ －

ラジエータ（アルミなど） ○ ○

バランス・ウェイト（鉛など） ○ ○
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整
備
車
両
か
ら
の
廃
棄
物

バンパ（ポリプロピレン等） ○ ○

ガラス類 ○ ○

オイル・フィルタ ○ ○

タイヤ ○ －

エアバッグ ○ －

燃料（ガソリン、軽油等） ○ －

整
備
工
場
か
ら
の
廃
棄
物

オイル缶 ○ ○

スプレ缶 ○ －

ウエス － ○

有機溶剤（シンナ等） － －

粉じん（ブレーキ・ダスト等） ○ －

工場排水（洗車、床洗い） － －

黒ニス、塗装ミスト ○ －

泥・砂・油分 ○ －

■整備工場の環境への取り組み事例
〔環境保全に結び付く要点〕

◦�廃タイヤは、マニフェストを作成して産業廃棄物処分業者などに出す。
◦�冷却水に用いる不凍液は、エチレン・グリコールが含まれているので、マニフェ
ストを作成して産業廃棄物処分業者などに出す。�
※油水分離装置は、冷却水に対して浄化機能はないため使用できない。
◦�使用後のオイル缶、オイル・フィルタなどは、缶クラッシャなどで潰して容積を
小さくし、残油を取り除いて廃棄する。
◦�コンプレッサは、騒音防止効果のあるものを使用する。
◦�バッテリは、きちんと整理し、マニフェストを作成してメーカ引き取りリサイク
ルなどへ出す。
◦工場排水は、油水分離槽を設置し、油分や有毒成分を取り除き排水する。
◦洗車の際に出る泥、砂及び油分は直接下水に流さない。
◦�ダクトにフィルタを装備して、塗装装置の有機溶剤や粉じん、悪臭を外に出さな
い。
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－ 300 －

３ スパナ

【１】次の各文について、適切なものには○を、適切でないものには×を記入しな
さい。

１�．スパナは、ボルト又はナットのサイズに合ったものを選択し、ひび割れ、摩

耗などがなく、あごの開きがないものを使用する。［R2.3］

２�．スパナは、ひび割れ、摩耗、あごの開きなどのないものを使用し、スパナの

あごの向きは、スパナを回す方向に対して、ボルト又はナットが食い込む方向

に引いて使用する。［R7.3］

３�．スパナは、ひび割れ、摩耗及びあごの開きなどないものを使用し、スパナの

あごの向きは、スパナを回す方向に対して、ボルト、ナットが食い込む方向に

押して使用する。［R3.3］

正解 ＆ ポイント解説

【１】正解　１…○：２…○：３…×
３�．スパナは引いて使用する。

一 解般 説

■スパナ［Ⅲ安全３章］
①�ひび割れ、摩耗、あごの開きなどないもので、ボルト、ナットのサイズに合っ
たものを使用します。
②�あごの向きは、スパナを回す方向に対して、ボルト、ナットが食い込む方向に

引いて使用します。
③�ボルト、ナットを緩めるときは徐々に力を加え、万一、工具を滑らせてもけが
をしないように、その作業方向に十分空間があることを確認して行います。
④�スパナの柄にパイプを差し込んだり、柄をハンマでたたくなどの使い方をして
はいけません。
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５ 整備命令

【１】「道路運送車両法」に照らし、「道路運送車両の保安基準」に不適合となるよ
うな改造を行った自動車に関する次の文章の（イ）～（ハ）にあてはまる適切
な語句を記入しなさい。［編集部］

�　当該自動車の（イ）は、「道路運送車両の保安基準」に適合させるために必要

な整備を行うべきことを地方運輸局長から命ぜられる。また、当該命令を受けた

日から（ロ）日以内に地方運輸局長に対し、「道路運送車両の保安基準」に適合

させた当該自動車及び当該自動車に係る（ハ）を提示しなければならない。

正解 ＆ ポイント解説

【１】正解　イ…使用者　ロ…15　ハ…自動車検査証

一 解般 説

■不正改造等による整備命令
①車両法第54条の２（整備命令等）。
②��地方運輸局長は、自動車（小型特殊自動車を除く）が保安基準に適合しない状
態にあり、かつ、その原因が自動車またはその部分の改造、装置の取り付けま
たは取り外しその他これらに類する行為に起因するもの（不正改造等）と認め
られるときは、当該自動車の使用者に対し、保安基準に適合させるために必要
な整備を行うべきことを命ずることができる。
③�地方運輸局長は、前項の規定により整備を命じたときは、当該自動車の前面の
見やすい箇所に、整備命令標章をはり付けなければならない。
④�整備命令を受けた自動車の使用者は、当該命令を受けた日から15日以内に、
地方運輸局長に対し、保安基準に適合させるために必要な整備を行った当該自
動車及び当該自動車に係る自動車検査証を提示しなければならない。
⑤�地方運輸局長は、自動車の使用者が②及び④の命令若しくは指示に従わないと
きは、６月以内の期間を定めて、当該自動車の使用を停止することができる。
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－ 352 －

３ 日常点検

【１】「道路運送車両法」及び「自動車点検基準」に照らし、自動車運送事業の用
に供する自動車が、一日一回、運行を開始する前に必ず点検しなければならな

い内容として、適切なものは次のうちどれか。［編集部］
　１．駐車ブレーキ・レバーの引きしろが適当であること。

　　２．タイヤの溝の深さが十分であること。

　　３．バッテリの液量が適当であること。

　　４．原動機の冷却水の量が適当であること。

正解 ＆ ポイント解説

【１】正解…１
２�～４．は「走行距離、運行時の状態等から判断した適切な時期に行うことで足りる」

項目である。

一 解般 説

■日常点検整備
①車両法第47条の２（日常点検整備）。
②�自動車の使用者は、自動車の走行距離、運行時の状態等から判断した適切な時
期に、国土交通省令で定める技術上の基準（省略）により、灯火装置の点灯、
制動装置の作動、その他日常的に点検すべき事項について、目視等により自動
車を点検しなければならない（日常点検）。
③�定期点検の期間が３月及び６月の自動車の使用者、またはこれらの自動車を運
行する者は、日常点検とは別に、１日１回、その運行の開始前において、日常
点検の規定による点検をしなければならない（運行前点検）。

1級問解 B下巻_R08_BOOK.indb   3521級問解 B下巻_R08_BOOK.indb   352 2026/06/30   11:58:352026/06/30   11:58:35



自動車整備士　１級小型筆記　問題と解説
令和８年版　下巻

■発行所　株式会社　公論出版
　　　　　〒110–0005
　　　　　東京都台東区上野３－１－８
　　　　　TEL 03–3837–5731

■定　価　3,960円（税込）※上下巻セットでの定価です

■発行日　令和８年７月

書籍の訂正について
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書籍サポート/訂正
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本書の記載内容について正誤が発生した場合は、弊社ホームページに
正誤情報を掲載しています。

本書籍に関するお問い合わせ

メールお問合せフォーム

必要事項
・お名前
・メールアドレス
・書籍名　
・該当ページ数
・問合せ内容

　　�
※�お問い合わせは、本書の内容に限ります。また、回答までにお時間をいただく場合が�
ございます。ご了承ください。
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